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講演題目 

静岡スタディツアーは授業 COIL と比べて満足度が高い 

研究の目的、成果及び今後の展望 

本研究では、（1）オークランド大学との授業間COIL（後期6週間）、（2）三重大学留学生プログラ

ムとの国内授業間COIL（前期・後期、各１ヶ月）、（3）上智大学留学生との国内循環型授業外COIL

（静岡スタディツアー）（後期1日）の３種類のCOIL活動について、参加学生の満足度を２年間にわた

り調査した。（当初はノースカロライナ大学とのCOILも含める予定だったが、本学の履修者が少なかっ

たため、調査対象から外した。） 

その結果、(i) 全てのCOILで不安感よりも期待感が有意に高かったこと、(ii) 期待感では静岡スタデ

ィツアーと三重大学COILの満足度がオークランド大学COILに比べて有意に高かったこと、(iii) 不安感

では静岡スタディツアーが、他のCOILよりも有意に低かったことがわかった。これら３点は、年度を問

わず現れた結果である。年度による違いが生じたのは不安感の比較においてで、COILの種類を問わず、

2025年度の方が2024年度よりも有意に不安感が高かった。 

これらの結果は、COIL活動は全体として期待感が高く不安感が低いことを示している。とりわけ、

バーチャルとモビリティを組み合わせた体験学習型の短期COILという性格を持つ静岡スタディツアーの

満足度の高さが際立った。一方で、他COILと比べてオークランド大COILの期待感が低く不安感が高か

ったことについては、このCOILが英語による同期会話を複数回行う活動であったため、スケジュール調

整を含めた学生の負荷が大きかったことがその原因として考えられる。 
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